
国土形成計画のプロモーションについて
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■講演・シンポジウム

・９月８日 国土計画協会 国土計画シンポジウム

国土審議会計画部会委員と、次代を担う若者たちが対話し、これからの国土づくりについてディスカッション。

・９月１２日 経済同友会 地域共創委員会

企業経営者等を対象に、国土政策局長が国土形成計画について講演、ディスカッション。

・９月１１日－１５日 国土交通大学校 国土政策研修

国土審議会計画部会委員も講師に招聘し、他府省や地方自治体等の職員が、地域生活圏に関する具体事

例等の国土づくりに関する幅広い知見を習得。

■寄稿

・土木施工 １０月号

・人と国土２１ １１月号

・建設マネジメント技術 １２月号

・交通工学 １月号

・社会科教育 １月号

※その他、各種講演依頼、全国各地の地域づくりイベント等において積極的にプロモーションを展開。

今後の主な予定

これまでに実施した主なプロモーション

■講演・シンポジウム

・１０月２５日 日本道路協会 道路セミナー

・１０月３１日 日EU都市・地域政策対話

・１１月７日－１２月８日 JICA課題別研修「国土・地域開発政策」

・１１月３０日－１２月１日 国土交通大学校 官民交流研修
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国土計画シンポジウム「新たな国土形成計画が拓く未来」実施概要

○ 新たな国土形成計画に掲げられた「新時代に地域力をつなぐ国土」を実現すべく、国土審議会計画部会委員
と、若者たちが対話し、これからの国土づくりを考えるシンポジウムを開催。

【大学（院）生３名の主なコメント】
・地域の文化、価値観を作るのは地域住民であり、定住は重要。また、デジタルツールを使って地域活動に関われる

ようになった。

・地域生活圏を実現し、自家用車のタクシーや自動運転等の新しい形のインフラを取り入れていくことは大事。

・移住促進によって、社会の変化に敏感な若者世代が地域に入り、地域を発展させていくことが重要。

・若者が、計画のコンセプトを作るプロセスで意見を言ってもよいという気持ちを持つことが大事。

・若者が主役と言われるのは印象的。上の世代が決めた事に従うことが多かったが、今後は主体的な行動が大事。

・学校教育が広報で使えるのでは。地理総合が新設されたが、自分で調べる授業は印象に残るので、国土を意識し
た教育が少しでも入れば変わる。

・HPで一方的に周知するのではなく、今後も、公の場で議論する機会を設けてほしい。

パネルディスカッションの様子【実施日】 令和５年９月８日（金）１４：３０～１７：００
【主 催】 一般財団法人 国土計画協会
【報 告】「新たな国土形成計画について」

国土交通省国土政策局長 黒田 昌義
【パネルディスカッション】
テーマ：「新たな国土形成計画が拓く未来
～新時代に地域力をつなぐ国土を目指して～」
（コーディネーター） 木場弘子氏
（コメンテーター） 増田寬也氏
（パネリスト） 海老原城一氏、加藤史子氏、大学（院）生３名

※国土計画協会HPで動画を配信中


